
想定される

学習内容 
具体的な活動 

基本的な操

作等 

キーボード入力やインターネッ

ト上の情報の閲覧をする。 

問題解決・探

究における

情報活用 

問題を解決するために必要な情

報を集め，その情報を整理・分析

し，解決への見通しをもつ。 
プログラミ
ング（問題解
決・探究にお
ける情報活
用の一部と
して整理） 

単純な繰り返しを含んだプログ
ラムの作成や問題解決のためにど
のような情報を，どのような時に，
どれだけ必要とし，どのように処理
するかといった道筋を立て，実践
しようとする。 

情報モラル・
情報セキュ
リティ 

SNS，ブログ等，相互通信を伴う
情報手段に関する知識及び技能を
身に付けるものや情報を多面的・
多角的に捉えたり，複数の情報を
基に自分の考えを深めたりする。 
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技術・家庭科(技術分野) 第 53 号 

対象 

校種 

中学校 
義務教育学校 
特別支援学校 

 

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの ICT 活用 

－「Ｄ 情報の技術」における実践を通して－ 

 
◆ ICT 活用は，より確実な教科の目標達成と情報活用能力の育成を目的としたものである。 

◆ 「主体的・対話的で深い学び」となる授業をデザインするためには，最適な方法を検討して，

各題材における多くの学習場面で ICT 活用を積極的に取り入れることが望ましい。 

＃タブレット端末を持ち帰っての情報収集  ＃Ｗeb 会議システムによる交流 

＃個人や班における思考の可視化と比較   ＃動画視聴によるアルゴリズムの理解や技能の習得  
 
 
１ はじめに 
 

GIGA スクール構想により，「学習活動の一

層の充実」と「主体的・対話的で深い学びの視

点からの授業改善」を目的とした取組が各学

校に求められた。また，中央教育審議会答申

「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して

～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別

最適な学びと，協働的な学びの実現～」（令和

３年１月）では，ICT 機器は学校教育において

学習用具の一つとして必要不可欠なものであ

り，これまでの実践と最適に組み合わせて効

果的に活用することの重要性が示された。こ

れを受け，技術分野の授業でも効果的なICT活

用が求められているが，ICT 活用の具体的な実

践のイメージに戸惑っている先生方も少なく

ないと考える。そこで，本資料では ICT 活用の

目的を明確にし，「主体的・対話的で深い学び」

の視点から，「Ｄ 情報の技術」における授業

実践例を参考にした ICT 活用を紹介する。 
 
２ 技術分野における ICT 活用 
 

(1) 技術分野における ICT 活用の目的 

教科の目標達成（資質・能力の育成）のため

には，技術の見方・考え方を働かせながら，個 

 別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実

させて，「主体的・対話的で深い学び」となる

授業改善が求められている。この授業改善で

は，「個別最適な学びと協働的な学びの一体的

な充実」を実践しながら，効果的な ICT 活用

を図ることで，教科の目標達成を一層確実な

ものにすることができる。具体的には，表１

のような学習内容が想定され，技術分野の授

業を実践する中で，学習を積み重ねながら生

徒の情報活用能力が育成されていくと考える。 

表１ 情報活用能力育成のための想定される学習内容＊ 

 
＊ 文部科学省『学習の基盤となる資質・能力として
の情報活用能力の育成』（令和元年）を基に作成  



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真１ 発表し合う活動 

これらのことから，技術分野における ICT活

用の目的は， 
 

・ より確実な教科の目標達成 

・ 情報活用能力の育成 
 

である。そこで，次に「主体的・対話的で深い

学び」の視点から捉える効果的な ICT 活用に

ついて説明する。 

  (2) 「主体的・対話的で深 

い学び」の視点から捉え 

る効果的な ICT 活用 

 「主体的・対話的で深い学 

び」のそれぞれの視点におけ 

る効果的な ICT 活用について 

表２の１単位時間の学習過程 

を例に説明する。 

表２ 「Ｄ 情報の技術」での安全なインターネットの仕組みについて理解する１単位時間の指導過程 

過程 時
間 学習活動 形

態 指導上の留意点 教材・教具，
ICT 活用 

導 
 
入 

課
題
の
共
有
化 ７

分 

１ 学習課題を確認する。 

一
斉 

１ 学習プリントから前時に考えた学習課
題を振り返らせながら，自分以外の様々
な社会的立場の人のことも意識できるよ
うにする。 

 
２ インターネットの仕組みや特徴につい
て確認しながら被害のケースを例示する
ことで，悪用する人達の目的を考えられ
るようにする。 

 
学習プリント 

 
 
 
 

例示の拡大 
学習プリント 

  インターネット
の安全な使用にはど
のような対策が必要
だろうか。 

 

２ インターネットの仕組
みや特徴を利用して悪用 
する人達の目的について
確認する。 

 
 
 

自
己
追
究 

 
 
 
展 
 
開 

 
７
分 
 
 
15 
分 
 
 
 
７
分 
 
 
７
分 
 
３ 
分 

３ 考えられる悪用の手口
について，自分の考えを
ペアに伝える。（プレゼン
テーションタイム） 

４ 悪用の手口を全体で共
有して，その対応策を班
で検討する。 

 
 
５ 班で検討した対応策を
発表する。 

 
 
６ 授業前に自分で考えた
悪用の手口に対する対応
策を考える。 

 
７ 本時のまとめをする。 

 
個 
 
 
 

班 
 
 
 

一
斉 
 
 
 

個 
 
 

個 

３ 共有ファイルに入力した自分の考えを
ペアに伝えることで，インターネットの
仕組みや特徴を利用した悪用の手口を確
認できるようにする。 

４ 「三つの悪用の手口」を提示して，その
一つについて対応策を班で検討すること
で，インターネットの仕組みや特徴を考
慮した具体的な対応策が考えられるよう
にする。  

５ 授業前に自分で考えた悪用の手口に対
する対応策を考えながら，それぞれの悪
用の手口への対応策の発表を聞くように
助言する。  

６ 班での対応策や他の班の対応策を比較し
たり，関連付けたりすることで，自分以外の
様々な社会的立場の人のことも考慮した対
応策を考えることができるようにする。 

７ 「自分のまとめ」の発表を利用して，本
時のまとめへとつなげる。 

 
 

共有ファイルＡ 
 
 
 
 

共有ファイルＢ 
 
 

 

共有ファイルＣ 
 
 
 

共有ファイルＡ 

 

共有ファイル① 
自己評価シート 

相
互
練
り
上
げ 

自
己
解
決
・
自
己
評
価 

終 
 
末 

４
分 

８ 次時に向けた課題を確
認する。 一

斉 

８ 次時までに各自が実際の社会における
対応策を調べることで，インターネット
の仕組みや特徴を利用した安全な利用の
方法について次時に学習することに気付
かせる。 

共有ファイル 
ほ
り
お
こ
し 

（鹿児島大学教育学部附属中学校 森健太郎教諭の実践を基に作成） 

 

 「主体的な学び」では，見通しをもって粘り

強く取り組み，学習活動を振り返って次の学

習に主体的に取り組むために，生徒が解決し

たくなるような学習課題を，個々の興味・関心

等に応じて設定することが重要である。そこ

で，表２①の「プレゼンテーションタイム」の

場面では，タブレット端末の持ち帰りにより，

考えられる悪用の手口について，生徒が事前 

 に情報を収集して， 

共有ファイルＡにま 

とめた内容を発表し 

合う活動を行う（写 

真１）。 

このような活動に 

より「個別最適な学 

び」が充実し，生徒 

は意欲的に問題の解決に取り組むようになる。 
 

③ 

①  

② 

Ⅰ 主体的な学びの視点 

 

この実践例
の詳細はこち
らの二次元コー
ドから。 



 

また，学習の深まりを自覚することが次の

学びに主体的に取り組むことにつながるの

で，発表し合う活動を通して他者から認めら

れるような場を設定することも重要である。 

さらに，インターネットを利用した動画や

写真等の視聴や，高度で多様な技術をもつ専

門家や企業等との交流する場をＷeb 会議シス

テムにより設定することで，多面的・多角的な

考えにふれたり，学習の成果を伝えて意見を

求めたりするなどの「協働的な学び」の充実を

図ることができ，自分の成長を確認して，次の

学びに主体的に取り組むことにつながる。 

 

 「対話的な学び」では，生徒同士の協働，教

師や地域の方々との対話，先哲の考え方など

を参考にした学習を通して思考を深め，広げ

るために，班活動の中で自分の見方や考えを

説明することで自身の思考を整理して深めた

り，多様な見方や考えを聞くことで自身の思

考を広げたりする場を設定することが重要で

ある。 

そこで，表２②の「インターネットの悪用へ

の対応策」を班活動で検討する場面では，それ

ぞれの意見を同時編集できる「共有ファイル

Ｂ（思考ツール）」に入力することで，思考を

可視化（図１）しながら対話を進められる。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 共有ファイルＢによる思考の可視化 

最後は，まとまった班の代表意見を別の「共

有ファイルＣ（表計算ツール）」に入力し，一

覧（図２）にして発表することで，各班の意

見も参考にしやすくなり，「協働的な学び」の 

充実を図るとともに，自身の思考を深め，広

げることができる（写真２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 共有ファイルＣによる各班の意見例 

また，「Ⅰ 主体的な

学びの視点」で紹介し

たＷeb 会議システム

による専門家や企業等

との交流の場による

「協働的な学び」の充

実を図ることも，生徒

の思考がより深まり，広がることにつながる。 

さらに，技術分野の場合，「直接，他者との

協働を伴わなくとも，既製品の分解等の活動

を通して，その技術の開発者が設計に込めた

意図を読み取るといったことなど」も対話的

な学びとなる。例えば，

「お掃除ロボット（図

３）」は分解することが

困難だが，このロボッ

トに込められた開発者

の意図を読み取らせるために，掃除をしてい

る様子の動画を視聴したりプログラムの内容

を確認したりする活動は可能である。各自が

タブレット端末で視聴することで，「動き」を

確認しながらアルゴリズムを理解することが

でき，ロボットの移動速度や障害物を避ける

際の回転角度などを変えるためにプログラム

の各種の数値を変更する活動を通して，開発

者の経済性や安全性への意図に気付くことが

できる。そして，各自が考えた開発者の意図

を班活動により意見交換することで「技術の

見方・考え方」を整理することもできる。 

これらのことから，対話的な学びが「個別

最適な学び」と「協働的な学び」の両方の充

実を意図した取組につながる。 

 

Ⅱ 対話的な学びの視点 

 

 

 

 

 

 

写真２ 班での活動 

 
 
 

 
 

 
図３ お掃除ロボッ 

トのイメージ 



  

 「深い学び」では，知識を相互に関連付けて

理解をより深めたり，問題を見い出して解決

策を考えたり，考えや思いを基に創造したり

するために，「技術の見方・考え方」を働かせ

ながら問題を見い出して課題を設定し，解決

策を導けるように安全性や環境負荷，経済性

に関わる必要な情報を収集・精査し，それを参

考に解決策を考える活動を設定することが重

要である。 

そこで，表２③の自己解決の段階である「イ

ンターネットの悪用への対応策」を考える場

面では，各班の対応策について発表を聞き，本

時のまとめの場面では，課題の解決策につい

て班活動により意見交換した上で，各班の発

表も参考にして自分なりに共有ファイルＡに

まとめ，自分の悪用の手口と授業を通しての

対応策を比較しながら自分でまとめる（図４）

ことにより，次の問題につながるよりよいア

イデアを生み出すことにつながる。 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 共有ファイルＡによる考えの比較例 

このように，個々が学習課題に取り組む場

面と他者の考えが組み合わされる場面で行わ

れる，「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の充実により，「深い学び」へとつながる。 

(3) 工作機械の取扱いに関する ICT 活用 

技術分野ならではの ICT 活用として，工作

機械における操作方法や安全上の留意点の解

説動画を作成してクラウド上に保存し，生徒

が二次元コードからアクセスできるようにす

る取組がある（写真３）。動画を各自の作業工 

程の状況に合わせて視聴して確認したり，自

身の作業を動画撮影して比較したりすること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で，技能の習得を個別に高めることができ，

「個別最適な学び」の充実を図ることにつな

がる。 

 

 

 

 

 

写真３ 工作機械の二次元コード 

また，各種工具においても同様の取組をす

ることが可能であり，動画以外にも静止画や

Ｗeb ページにアクセスできるような工夫を

することもできる。 
 
３ おわりに 
 
 技術分野における ICT 活用は，教科の目標

を達成させ，情報活用能力の育成を目的とし

たものであり，技術分野の指導者として各題

材における多くの学習場面で積極的に取り入

れていくことが望ましい。しかし，「主体的・

対話的で深い学び」となる授業として最適な

方法であるかを，授業デザインの段階で十分

に検討する必要があり，学習プリントや生物

育成記録簿などの紙媒体との併用（使い分け

や組合せ）なども合わせて考えてほしい。 

効果的な ICT 活用について教師の学びが更

に求められており，教師の学びは尽きること

はない。大切なことは学び続けることであり，

実践を通した教師自身による「主体的・対話

的で深い学び」の実現を目指してほしい。 
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二次元コー
ドから，工作
機械の操作方
法や安全上の
留意点の動画
（クラウド上）
にアクセスで
きる。 

Ⅲ 深い学びの視点 


